
平
成

™
›
年

�
月

˜
˜
日
月
曜
日

(
号
外
政
府
調
達
第

˜
—
 
号
)

官
報

Ｃ The system should provide a comfort-

able patient environment with a low gra-

dient noise.

Ｄ The system should be provided with

the function of digital image store.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 27, July, 2012

a Contact point for the notice : Akihiko

Asakawa, Accounting Division, The Insti-

tute of Medical Science, The University of

Tokyo, 4`6`1 Shiroganedai Minato-ku

Tokyo 108`8639 Japan, TEL 03`5449`

5608

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 24年６月 11日

国立大学法人佐賀大学長 佛淵 孝夫
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 41

〇第１号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 14

] 導入計画物品及び数量
病院医療情報システム 一式

^ 調達方法 借入
_ 導入予定時期 平成25年度１月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 要求システムは、本学附属病院の診療業
務を総合的に支援しつつ、病院業務を円滑
に運営・監理できるとともに、全体のセ
キュリティ管理機能を備えること。
Ｂ 要求システムは、病院運営監理機能とし
て、システム保守管理、ユーザ管理、アク
セス権限及び履歴管理、人事管理、物流管
理、病床管理のほか医療従事者を対象とし
た広報などのメッセージング機能、リスク
マネージメントのサポート機能等を有する
こと。
Ｃ 要求システムは、現行システムで実現さ
れている機能が維持・拡張され、本学附属
病院の業務に十分適合し、かつ、本学附属
病院の業務のさらなる効率化と経営改善に
十分寄与するシステムであること。

Ｄ 要求システムは、全体として診療情報の
開示やリスク要因の解析、外部評価などに
耐えられる粒度および可用性を備えたデー
タの蓄積・抽出・再利用を前提とした構成
をとり、電子化診療録としての機能を有す
ること。
Ｅ 要求システムにおける電子化診療録の基
本構成は、診療プロセスの記録とインフ
オームド・コンセントを保障するための
データベース、診断名・プロブレムリスト
とＳＯＡＰからなるプログレスノートの３
部構成である。さらに、診断名リストの個々
の診断名とＳＯＡＰのうちAssessment＆
Planを関連付け、ＤＰＣへのシームレス
な対応を可能にすること。また、既存の退
院時サマリと電子化診療録の連携を実現
し、退院時サマリの記載は診断名・プロブ
レムリストに沿ったAssessment＆Planを
最低必要記載事項とし、入院診療と外来診
療の連続性を保証すること。
Ｆ 診療に関わるオーダリング機能の対象と
して、患者基本情報、予約（外来、入院、
他科・他部署受診等）、検査（検体・生理・
放射線・輸血・病理等）、処方（院内・院
外等）、注射（外来・入院等、院内調剤等）、
処置（外来、病棟処置、放射線治療、内視
鏡・透析・理学療法等）、輸血、手術、歯
科処置、看護ケア、患者移動（入退院を含
む転棟・転科・主治医の変更・転床・外泊
等）、食事、ＩＣＤコードに基づく病名、
治験等を含むこと。これらのオーダは安
全・精度管理に必要となるタイムスタン
プ・実施者・実施場所等の属性を保持した
実施入力に基づく運用を前提とし、時系列
に沿った一覧機能を有するとともに、オー
ダ内容の変更履歴を備えていること。
Ｇ 電子化診療録機能および診療にかかわる
オーダリング機能を用いた、クリティカル
パスとしての運用が可能であること。加え
て、インシデント記録・蓄積・解析機能を
備えること。
Ｈ 医事会計システムは、電子レセプト生成
および経営分析に必要となるオーダ情報の
全ての項目を取り込んで蓄積し、入力の自
動化に対応すること。

Ｉ 要求システムは、現有システムに接続し
運用している各部門のサブシステム及び医
療機器等とシームレスに接続して利用でき
ること。加えて、各サブシステムと要求シ
ステムとの間でデータ通信の必要が生じた
場合には、これを実現するために必要とな
る情報を提供すること。
Ｊ 要求システムは、開院以来の機能強化の
なかで複雑化したシステムを利用者の視点
で単純化し、医師、看護師およびコメディ
カルの職員にとって使いやすいシステムに
改良されたものであること。
Ｋ 要求システムの各端末は操作性の統一を
図り、快適な作業環境を提供すること。ま
た、各端末の一元管理を実現するために統
合的な機能を提供すること。
Ｌ 要求システムは、いわゆるノンストップ
システムとして構成し、かつ迅速なレスポ
ンスを確保できる性能を有すること。なお、
基幹システム（電子カルテ、医事）につい
ては、安全性を考慮し、クラスタシステム
であること。
Ｍ 要求システム全体の保守管理体制および
操作教育体制を有し、これを行うこと。
Ｎ 要求システムは医療の地域化に貢献でき
ること。そこで、地域の他施設と診療情報
を共有し、紹介ならびに問い合わせを受け
付け、予約等のシステムに反映させる機能
を有すること。
Ｏ 要求システムは、本学附属病院が長年に
渡り蓄積した患者診療データを過不足なく
移入し医師、看護師およびコメディカルの
職員が支障なく診療業務とデータ解析を継
続できることを必然とする。それは電子カ
ルテシステムのみならず部門システムにお
いても同様とする。
Ｐ 本学の指示により、要求システム上で運
用上必要となる技術情報等を提供するこ
と。本学はこれに基づき現有病院情報シス
テムに蓄積された診療情報等の必要となる
データ群およびマスタ等を提供するので、
これらを要求システム上に移行し利用可能
とすること。
Ｑ 要求システムからのデータ移行が必要と
なる場合には、本学に対し、そのために必
要となる情報を提供すること。また、本学
及び本学が認めた第三者がこれらを移行作
業に利用することを認めること。

Ｒ 佐賀県にて稼働している各種地域連携シ
ステム「佐賀県診療録地域連携システム」、
「佐賀県糖尿病医療連携推進事業」、「肝炎
連携事業」、「総合内科医育成事業」他とデー
タ通信の必要であるが、これを実現するた
めに必要となる情報を提供すること。
Ｓ 震災等に備え、データの遠隔地での保存
やそこからのリストアが可能であること、
並びに災害時の活用できること（ＢＣＰ）。
Ｔ Ｈ24年の医療改訂指針にあるように、
チーム医療や横断的診療、在宅支援等へ適
切な情報を提供すること。
Ｕ システム導入に当たり、運用に対する改
善を含んだシステム構築を提案ができる体
制であること。
Ｖ 地域連携において、連携パスや病床管理
が適切に行えるような機能を有すること。
また、当院が３次救急を提供するにプレホ
スピタルケア等が十分に行えるよう情報を
提供すること。
Ｗ 患者アメニティ向上を目的として、ベッ
ドサイドにて検査予定や検査説明、医療費
等の情報を提供すること。また個人情報保
護の観点からも病床管理に密接して連携す
ること。
Ｘ 運用開始後にシステムが陳腐化せず機能
を維持できるように、費用面等を考慮した
保守業務等の提供方法を用意すること。
Ｙ 2025年モデルを含めて国策に準じるよう
に、円滑なシステム変更や拡張ができるよ
うに十分配慮すること。
Ｚ 病院経営に対する原価管理機能や各マス
タ等が一元管理されるように情報提供可能
なこと。

AA 医療介護以外の業界からもＩＴイノベー
ションを積極的に取り入れた提案であるこ
とが望ましい。特にユーザインターフェー
スや物品管理などで積極的な活用が望まし
い。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成24年７月13日17時
30分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒849`8501 佐賀市鍋島５丁目１
番１号 佐賀大学医学部経営管理課係長 山
下 勇二 電話0952`34`3118�
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